
平成25（2013）年５月10日秩父市議会だより （10）

一 般 質 問一 般 質 問
問　

電
力
会
社
と
の
最
新
状
況
お
よ
び

資
本
金
１
円
の
契
約
会
社
は
倒
産
な
ど

で
市
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
か
。

答　

市
と
の
基
本
協
定
書
の
調
印
式
は

１
月
15
日
実
施
、
契
約
期
間
は
発
電
開

始
か
ら
20
年
。
東
電
と
の
接
続
契
約
は

諸
手
続
き
を
経
て
３
月
末
ま
で
に
終
了

予
定
。
農
地
な
ど
に
関
す
る
申
請
手
続

き
が
終
了
す
る
の
は
８
月
以
降
の
予
定
。

　

市
と
業
者
と
の
土
地
賃
貸
契
約
は
９

月
以
降
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、

万
が
一
、
倒
産
な
ど
の
場
合
を
考
え
双

方
で
十
分
協
議
し
可
能
な
限
り
リ
ス
ク

を
回
避
で
き
る
契
約
に
心
が
け
る
。

●
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

問　

組
織
、
役
員
人
事
、
経
営
内
容
、

職
員
採
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
。

答　

理
事
長
、
理
事
は
無
報
酬
、
専
務

理
事
は
公
募
を
経
て
評
議
員
会
が
選
任

し
報
酬
は
月
額
20
万
円
。
一
般
職
員
の

採
用
は
規
定
に
よ
り
局
長
、
職
員
は
理

事
長
が
任
命
。
25
年
４
月
の
採
用
予
定

は
32
人
の
受
験
者
に
対
し
２
人
の
合
格

者
を
決
定
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
、
数
千

万
の
赤
字
が
続
い
て
い
る
が
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
す
で
に
５
回
の
委
員
会

を
開
催
し
た
。
保
有
す
る
国
債
約
２
億

１
千
万
円
は
改
築
な
ど
の
資
金
に
充
て

る
こ
と
か
ら
売
却
は
で
き
な
い
。

●
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

問　

多
く
の
市
民
か
ら
質
問
要
請
が

あ
っ
た
の
で
、
受
給
者
数
な
ど
の
現
状

に
つ
い
て
う
か
が
う
。

答　

25
年
１
月
末
の
総
受
給
者
数
は
、

５
１
８
世
帯
、
６
９
０
人
で
あ
る
。
20

歳
未
満
73
人
、
20
代
14
人
、
30
代
36
人
、

40
代
66
人
、
50
代
１
４
３
人
、
60
代
１

５
９
人
、
70
代
１
３
４
人
、
80
代
65
人

で
、
金
額
は
約
９
億
７
千
万
円
で
あ
る
。

太
陽
光
発
電
事
業
者
の
現
状

新
風　
新
風　

上上か
み
ば
や
し

か
み
ば
や
し林林　　

富富と
み
お

と
み
お夫夫

太陽光発電事業予定地

市政への質問 　一般質問は、市政に関わる市の考えを聞いたり、議員が政策を提案したりするものです。
　各議員の質問項目は下記のとおりです（質問順に掲載）。

① 上林　富夫　（新風） ⑥ 冨田　俊和　（市民クラブ） ⑩ 新井　康一　（日本共産党秩父市議団）
1 太陽光発電事業者の現状 1 検証機関の設置 1 太陽光発電と農地
2（財）地場産業振興センター 2 公共事業の受皿はどうする 2 放射能汚染対策
3 市が関係する外郭団体 3 建設残土処分場 3 除雪と凍結路面対策
4 生活保護の最新状況 4 旧セメント跡地のマスタープランの進捗 4 土砂たい積問題の現状　他
② 新井　重一郎　（新風） ⑦ 福井　貴代　（公明党） ⑪ 金崎　昌之
1 地方交付税減額予想とその対策 1 給食での食物アレルギー事後防止対策 1 今後の企業誘致のあり方は
2 市職員の給与水準ラスパイレス指数 2 障がい者の自立・就労支援 2 中小企業振興基本条例の設置を
3 女性の潜在力を生かすウーマノミクス 3 発達障がいの早期発見・早期支援 3 １４０号バイパス接続道路の整備
4 新企画理科おもしろ実験教室とその予算 4 子宮頸がんのHPV検査導入 ⑫ 松澤　一雄　（彩政会）
③ 出浦　章恵　（日本共産党秩父市議団） ⑧ 大久保　進　（公明党） 1 市営馬場
1 病児・病後児保育 1 防犯灯・公共施設の LED化 2 秩父まつり会館
2 定住自立圏協定による医療連携 2 子ども広場の設置 3 特別公開の成果と今後の方針
3 大滝温泉リハビリ 3 ペタンク専用コートの夜間照明設備 4 財政状況
④ 逸見　英昭　（彩政会） ⑨ 木村　隆彦　（市民クラブ） ⑬ 山中　進　（日本共産党秩父市議団）
1 市長の１期４年の総括 1 定住自立圏構想における提案１ 1 子育て支援についての市の取組み
2 有害鳥獣駆除 2 定住自立圏構想における提案２ 2 市民のくらし、足、安全を身近なものに
3 長期継続契約の現況と今後 3 秩父市におけるフェイスブック等の活用
⑤ 宮田　勝雄　（市民クラブ） 4「秩父宮記念」の名称
1 新火葬場の早期着工に向けて
2 市内トンネルの点検
3 大滝の市有林活用

　※市議会ホームページのインターネット中継で、一般質問のようすをご覧いただけます。
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一 般 質 問一 般 質 問

問　

秩
父
市
に
お
け
る
減
額
予
想
は
。

答　

約
１
億
８
千
万
円
。

問　

政
府
の
求
め
る
給
与
削
減
に
対
す

る
市
の
対
応
は
。

答　

県
や
他
の
市
町
村
の
動
向
を
見
な

が
ら
削
減
割
合
や
期
間
に
つ
い
て
検
討
。

問　

秩
父
市
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

（
国
家
公
務
員
を
１
０
０
と
し
た
際
の

給
与
水
準
）
と
県
内
、
国
内
の
順
位
は
。

答　

１
０
５
．
５
。
県
内
38
市
中
31
番
、

国
内
１
７
８
９
自
治
体
中
７
８
５
番
目
。

●
女
性
の
力
を
生
か
す
ウ
ー
マ

ノ
ミ
ク
ス

問　

市
職
員
の
管
理
職
以
上
に
占
め
る

女
性
の
割
合
は
。

答　

平
成
17
年
度
、
管
理
職
職
員
２
４

６
人
中
45
人
で
割
合
は
18
．
３
％
。
24

年
度
２
８
３
人
中
67
人
で
23
．
７
％
。

問　

北
欧
で
は
女
性
管
理
職
40
％
以
上

の
登
用
を
法
律
で
義
務
づ
け
る
ク
オ
ー

タ
制
を
採
っ
て
い
る
国
も
あ
る
。
市
で

も
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

答　

県
で
は
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
当
市

で
も
女
性
の
労
働
力
を
活
用
す
る
た
め

に
県
と
協
力
し
積
極
的
に
進
め
る
。

●
平
成　

年
度
理
科
教
育
予
算

措
置

問　

国
の
平
成
24
年
度
補
正
予
算
「
理

科
教
育
設
備
等
の
整
備
へ
の
支
援
」
が

計
上
さ
れ
た
。
市
の
平
成
25
年
度
予
算

に
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

本
年
度
の
補
正
予
算
で
の
対
応
を

検
討
す
る
。本
年
度
の
予
算
計
上
は「
理

科
お
も
し
ろ
実
験
教
室
」。
今
ま
で
の

物
理
、
化
学
の
他
に
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活

用
し
た
地
学
、
動
・
植
物
対
象
の
生
物

を
加
え
４
分
野
で
行
う
予
定
。
さ
ら
に
、

県
の
支
援
に
よ
る
小
学
校
理
科
支
援
員

を
７
校
に
配
置
す
る
。

問　

秩
父
生
協
病
院
は
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
に
取
組
み
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る

が
、
そ
の
た
め
に
急
性
期
患
者
の
入
院

等
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
入
れ
す
る
支
援
、
医
療
連

携
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

秩
父
圏
域
内
で
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
床
を
持
つ
病
院
は
秩
父
生
協
病
院
の

み
。
地
域
に
貢
献
す
る
病
院
と
し
て
、

平
成
21
年
８
月
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
圏
域
外
で

診
療
を
受
け
て
い
た
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

が
必
要
な
患
者
に
と
っ
て
、
圏
域
内
で

受
診
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
と
思
う
。
急

性
期
の
入
院
等
の
支
援
は
、
二
次
救
急

輪
番
制
病
院
を
は
じ
め
と
し
て
、
圏
域

内
の
病
院
が
連
携
を
し
て
、
医
師
や
病

院
相
談
員
が
連
絡
を
密
に
取
り
合
い
、

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

問　

地
域
完
結
型
医
療
と
は
ど
こ
ま
で

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

秩
父
地
域
は
地
理
的
、
物
理
的
、

文
化
的
に
特
殊
な
環
境
を
有
し
て
お
り
、

で
き
る
限
り
医
療
を
地
域
で
完
結
す
る

こ
と
が
理
想
で
あ
る
が
、
圏
域
内
の
人

口
規
模
、
基
幹
病
院
の
施
設
規
模
、
埼

玉
県
地
域
保
健
医
療
計
画
な
ど
と
の
整

合
性
を
考
慮
す
る
と
、
圏
域
内
で
は
第

二
次
救
急
医
療
体
制
ま
で
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
急
務
と
考
え
て
い
る
。

　

圏
域
内
医
療
体
制
の
充
実
は
、
圏
域

内
の
医
療
機
関
が
連
携
し
て
、
病
院
と

診
療
所
の
機
能
分
担
を
図
る
な
ど
、
圏

域
内
全
体
が
ひ
と
つ
の
総
合
病
院
的
機

能
と
な
り
、
圏
域
内
の
医
療
を
充
実
す

る
こ
と
や
保
健
、
医
療
、
福
祉
が
一
丸

と
な
っ
て
、
福
祉
施
設
や
住
宅
で
の
医

療
体
制
の
充
実
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

平
成
24
年
市
町
村
別
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

秩
父
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

地
方
公
務
員
給
与
引
き
下
げ

を
求
め
る
交
付
税
の
減
額

新
風　
新
風　

新新あ
ら
い

あ
ら
い井井

重重じ
ゅ
う
い
ち
ろ
う

じ
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
一
郎

定
住
自
立
圏
協
定
に
よ
る

医
療
連
携

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

出出い
で
う
ら

い
で
う
ら浦浦　　

章章あ
き
え

あ
き
え恵恵

25
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一 般 質 問一 般 質 問

問　

市
長
は
当
選
以
来
真し

ん
し摯
に
市
政
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
が
、

４
年
間
を
総
括
し
て
自
身
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
か
。

答　

環
境
・
経
済
面
で
は
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
福
島
県
の
企
業
の
誘
致
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
取
得
な
ど
。

教
育
面
で
は
、
学
力
向
上
の
た
め
市
内

全
て
の
小
中
学
校
が
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
に
参
加
、
不
登
校
対
策
、
耐
震

化
工
事
、
給
食
費
助
成
の
支
給
開
始
な

ど
。
医
療
福
祉
面
で
は
、
市
立
病
院
に

循
環
器
内
科
を
設
置
、
子
ど
も
医
療
費

の
支
給
対
象
を
中
学
３
年
ま
で
拡
大
な

ど
を
行
っ
た
。

　

今
後
は
、
①
市
立
病
院
に
産
科
を
開

設
②
市
役
所
庁
舎
等
お
よ
び
火
葬
場
の

建
設
推
進
③
大
企
業
誘
致
、
以
上
の
３

つ
を
必
ず
成
し
遂
げ
て
い
く
。

●
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い

て
問　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
年
々
増

加
し
て
い
る
が
、
実
態
に
即
し
た
駆
除

が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
こ
れ
は
捕
獲
事
業
の
委
託
先
で
あ

る
猟
友
会
の
会
員
減
少
や
高
齢
化
が
大

き
な
理
由
で
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

捕
獲
従
事
者
の
減
少
に
つ
い
て
は

懸
念
し
て
い
る
。
平
成
25
年
度
中
に
は

鳥
獣
被
害
防
止
実
施
隊
の
設
置
に
向
け

た
制
度
・
組
織
等
の
体
制
整
備
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
長
期
継
続
契
約
の
現
況
と
今

後
に
つ
い
て

問　

長
期
継
続
契
約
を
し
て
い
る
事
業

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答　

各
種
管
理
シ
ス
テ
ム
や
各
種
物
品

の
リ
ー
ス
お
よ
び
保
守
点
検
等
に
つ
い

て
実
施
し
て
い
る
。

問　

新
火
葬
場
の
早
期
着
工
を
望
む
が
、

市
営
馬
場
の
移
転
等
も
含
め
秩
父
市
の

考
え
は
。

答　

秩
父
斎
場
を
所
管
す
る
秩
父
広
域

市
町
村
圏
組
合
か
ら
の
内
容
に
よ
る
と
、

昨
年
８
月
、
下
宮
地
町
会
の
深
い
ご
理

解
に
よ
り
市
営
馬
場
を
含
む
現
在
地
に

新
火
葬
場
を
建
設
す
る
こ
と
で
事
業
が

開
始
さ
れ
た
。
11
月
に
新
火
葬
場
建
設

事
業
基
本
計
画
を
作
成
し
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
よ
る
業
者
選
定
の
た
め
の
選
定

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
現
在
、
建
設

設
計
お
よ
び
火
葬
炉
設
備
の
業
者
選
定

の
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
開
催
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ

は
、
建
築
設
計
選
定
が
３
月
18
日
、
火

葬
炉
設
備
選
定
を
３
月
21
日
に
開
催
。

　

ま
た
、
早
期
着
工
に
向
け
新
火
葬
場

敷
地
測
量
業
務
委
託
お
よ
び
市
営
馬
場

移
転
補
償
業
務
委
託
の
契
約
手
続
き
も

進
行
中
で
あ
る
。
新
年
度
に
は
選
定
業

者
と
基
本
設
計
業
務
委
託
契
約
を
交
わ

し
、
地
元
町
会
ほ
か
関
係
者
の
意
見
も

交
え
基
本
設
計
を
仕
上
げ
、
実
施
設
計
、

地
質
調
査
そ
の
他
諸
手
続
き
の
完
了
後
、

建
築
工
事
に
着
手
し
、
遅
く
と
も
平
成

28
年
度
中
に
完
成
さ
せ
る
予
定
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

市
営
馬
場
の
移
転
先
は
、
秩
父
市
乗

馬
連
盟
の
ご
理
解
の
も
と
、
移
転
先
を

羊
山
公
園
ふ
れ
あ
い
牧
場
隣
地
に
決
定
。

　

平
成
25
年
度
に
移
転
先
の
用
地
測
量

と
、
施
設
設
計
業
務
委
託
を
予
定
し
て

お
り
、
平
成
26
年
度
に
は
施
設
建
築
工

事
に
着
手
し
、
年
度
内
に
完
了
す
る
予

定
で
あ
る
。
秩
父
市
と
し
て
も
、
早
期

完
成
に
向
け
、
関
係
部
局
に
よ
り
積
極

的
に
支
援
協
力
し
て
い
き
た
い
。

◎
市
内
ト
ン
ネ
ル
の
点
検

◎
大
滝
の
市
有
林
活
用

市
長
の
１
期
４
年
の
総
括
に

つ
い
て

彩
政
会　

彩
政
会　

逸逸へ
ん
み

へ
ん
み見見　　

英英ひ
で
あ
き

ひ
で
あ
き昭昭

新
火
葬
場
の
早
期
着
工
に

向
け
て

市
民
ク
ラ
ブ　

市
民
ク
ラ
ブ　

宮宮み
や
た

み
や
た田田　　

勝勝か
つ
お

か
つ
お雄雄

市営馬場

農作物に被害を与える鹿
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一 般 質 問一 般 質 問

問　

事
業
実
施
後
１
年
程
経
過
し
た
段

階
で
、
そ
の
成
果
や
利
用
勝
手
、
使
用

頻
度
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
の
検
証

委
員
は
市
民
参
加
の
外
部
機
関
と
し
て

構
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

答　

外
部
検
証
機
関
の
最
た
る
も
の
は

議
会
で
あ
る
。
当
市
で
は
、
職
員
自
ら

が
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
将

来
的
に
は
、
適
切
な
人
員
構
成
に
よ
る

外
部
検
証
機
関
は
、
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

●
公
共
事
業
の
受
皿
は
ど
う
す
る

問　

自
公
連
立
政
権
は
公
共
事
業
増
大

の
予
算
を
組
ん
で
い
る
。
当
市
に
お
い

て
は
、
こ
れ
を
活
用
す
る
整
備
計
画
は

あ
る
の
か
。

答　

国
の
認
定
を
受
け
た
地
域
再
生
計

画
は
あ
る
。
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
と
協
議
し
地
区
通
学
路
整
備

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

●
建
設
残
土
処
分
場

問　

環
境
や
自
然
景
観
を
最
も
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
秩
父
地
域
に

と
っ
て
、
公
共
の
処
分
場
は
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

答　

埼
玉
県
と
も
連
携
を
図
り
、
検
討

す
る
。

●
旧
セ
メ
ン
ト
跡
地
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
進
捗

問　

ど
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に
、
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　

も
の
づ
く
り
大
学
の
大
島
教
授
の

指
導
を
受
け
、
３
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け

考
察
し
進
め
て
い
る
。
５
月
中
に
は
構

想
案
が
ま
と
ま
る
。

問　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
生

徒
の
現
状
と
対
策
は
。

答　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
は
、

小
学
生
２
６
０
人
、
中
学
生
１
２
４
人
。

何
ら
か
の
給
食
対
応
を
し
て
い
る
児
童

生
徒
は
小
学
生
19
人
、
中
学
生
８
人
。

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射「
エ
ピ
ペ
ン
」

を
携
帯
し
て
い
る
児
童
生
徒
は
３
人
。

全
職
員
と
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

問　

エ
ピ
ペ
ン
の
使
用
方
法
を
含
め
、

教
員
等
へ
の
研
修
が
必
要
な
の
で
は
。

答　

養
護
教
諭
を
対
象
に
、
医
師
の
指

導
に
よ
る
実
技
研
修
を
行
っ
た
が
、
今

後
は
エ
ピ
ペ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
（
自
己
注

射
の
デ
モ
機
）
を
活
用
し
教
師
へ
の
研

修
も
行
っ
て
い
く
。

●
障
が
い
者
の
自
立
・
就
労
支
援

問　

障
が
い
者
優
先
調
達
推
進
法
施
行

に
伴
う
取
り
組
み
は
。

答　

地
方
公
共
団
体
は
障
が
い
者
就
労

施
設
等
の
受
注
の
機
会
の
増
大
を
図
る

た
め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
庁
内
へ
の
周
知
と

協
力
依
頼
、
関
係
団
体
と
の
調
整
等
を

行
い
調
達
方
針
を
策
定
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

問　

入
札
の
際
に
障
が
い
者
雇
用
率
を

考
慮
で
き
な
い
か
。

答　

総
合
評
価
方
式
の
評
価
項
目
に
、

障
が
い
者
雇
用
実
績
の
項
目
が
選
択
項

目
と
し
て
あ
る
が
、
採
用
し
た
実
績
は

な
い
。
今
後
は
評
価
対
象
と
し
て
採
用

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

新
庁
舎
や
新
火
葬
場
に
障
が
い
者

運
営
の
売
店
等
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答　

設
置
運
営
し
て
い
る
先
進
地
の
例

も
あ
る
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
だ
が
設

計
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

◎
子
宮
頸
が
ん
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
導
入

◎
発
達
障
が
い
の
早
期
発
見
と
支
援

旧秩父セメント跡地

検
証
機
関
の
設
置

市
民
ク
ラ
ブ　

市
民
ク
ラ
ブ　

冨冨と
み
た

と
み
た田田　　

俊俊と
し
か
ず

と
し
か
ず和和

給
食
で
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

事
故
防
止
策
に
つ
い
て

公
明
党　

公
明
党　

福福ふ
く
い

ふ
く
い井井　　

貴貴た
か
よ

た
か
よ代代

エピペンは服の上から
使用可能

エピペンの実物（中段）と
練習器（下段）


